
母性看護学実習 

 

 

１ 目 的 

  妊婦・産婦・褥婦および新生児とその家族を理解し、対象に応じた看護ができる能力を養う。 

 

２ 目 標 

１）妊産褥婦および新生児の特徴を理解し、対象に合わせた基本的援助が理解できる。 

２）妊娠・分娩・産褥期における母子相互作用について理解を深め、円滑な形成へ向けて関わること

ができる。 

３）母性を取りまく地域の保健・医療・福祉と諸機関との連携について理解を深めることができる。 

 

３ 実習内訳  

内 容 時 間 単位・合計時間 

妊婦の看護 

産婦の看護 

褥婦の看護 

新生児の看護 

80時間 2単位 

90時間 

実践活動外学習 10時間 

 

実践活動外学習の内訳 

項 目 目 的 内 容 時 間 

フロアーオリエン 

テーション 

実習を円滑に行うため

に、実習の概要を理解

し、実習病棟や実習の進

め方の情報を得る。 

病院や病棟の概要、対象の

特徴、実習の進め方、実習

記録、実習時の注意 

2時間 

地域看護と 

ウエルネス思考 

①母性を取り巻く地域

の保健・医療・福祉の

状況を理解する。 

②ウエルネス思考につ

いて理解を深める。 

・地域の保健・医療・福祉

の状況を文献で調べ共

有する。 

・ウエルネス思考について

文献で調べ共有する。 

8時間 

合 計 10時間 

 



４ 学習の目標・内容･方法  

１）妊婦看護 

行動目標  内  容 方  法 

1  妊娠に伴って生じる身

体的変化、胎児の発育状

態、心理・社会的変化に

ついて情報収集できる 

  

 

             

2  妊婦の健康診査が理解

できる 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

3 妊婦の妊娠経過及び妊

婦の健康生活について解

釈・分析できる 

 

 

 

 

 

 

 

             

4 妊娠各期に応じた保健

指導の内容と方法が理解

できる 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 身体的側面  

1) 妊娠週数  

2) 検査・治療  

3) 既往歴、既往妊娠・分娩歴  

4) マイナ－トラブルの状態  

5) 胎児の発育状態・健康状態  

 

1 妊婦健康診査の実際  

1) 妊婦の観察と諸計測  

(1) 診察の準備    

(2) 尿検査    

 (3) 子宮底長の測定  

 (4) 腹囲測定   

 (5) 児心音測定    

 (6) レオポルド触診法 

 (7) 診察介助 

 (8) 検査介助    

                    

1 妊娠経過及び健康生活  

1) 心理面 

(1) 妊娠・分娩・育児に対する考え  

(2) 家族・配偶者の妊娠の受容  

2) 社会的側面 

(1) 発達課題  

(2) 社会的背景   

(3) 知的能力    

(4) 基本的生活習慣  

(5) 職業の調整  

 

1 保健指導の内容  

1) 妊婦健康診査の必要性と諸届け  

2) マイナートラブルについて  

3) 生活指導、栄養指導  

4) 合併症予防  

5) 分娩へ向けた指導  

                     

行動目標 1~3 について  

※産婦人科外来・助産師

外来で実習する。 

1 妊婦健康診査の実際を、

一部援助を通して学ぶ。 

2 カルテ、母子健康手帳か 

ら情報をとり妊婦健診の 

実際を行う。   

3 診察・指導時の妊婦の反 

応などから、より順調な 

経過を目指した看護につ

いて考える。 

4 診察開始前に学生同士 

で内診台への誘導を行い 

実際に乗って、診察を受

ける妊婦の心理や誘導の

方法を考え実際場面に活

かす。 

5 レオポルド診察法は 37 

週以降の妊婦で実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

             

行動目標 4 について 

※保健指導は見学とする。 

1 保健指導は、次の視点を 

もって見学する。 

① 対象把握 

② 指導の実際 

③ 場面の設定 

④ 教材 

⑤ 話し方 

⑥ 妊婦婦の反応 

2 保健指導を見学した妊 

婦のカルテから情報収集 

し妊娠経過を解釈・分析 

する。 

3 悪阻、妊娠高血圧症候群、 

骨盤位、貧血の指導など機 

会があれば見学する。        



２）産婦看護 

行動目標  内  容 方  法 

1  入院時の産婦の観察と

援助が理解できる  

 

 

 

 

 

 

 

2 分娩Ⅰ期・Ⅱ期の進行

状態の観察と援助が理解

できる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 分娩Ⅲ期の観察と援助

が理解できる  

 

 

 

 

 

 

4 分娩後Ⅳ期の観察と援

助が理解できる  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 入院時の観察と産婦の状態把握  

1) 分娩進行状態   

2) 胎児の健康状態  

3) 妊娠中の異常の有無  

4) 産婦の身体的、心理的状態  

2 入院時の産婦への援助  

1) 診察時の援助   

2) 入院時オリエンテーション   

 

1 分娩Ⅰ期・Ⅱ期の観察  

1) 分娩の進行状態  

2) 産婦の身体的・心理的状態  

3) 胎児の状態  

4) 分娩機転と胎児の分娩様式  

5) 胎児娩出時刻  

2 分娩Ⅰ期・Ⅱ期の援助  

1) 呼吸法、怒責   

2) 産痛の緩和  

3) 精神的慰安    

4) 栄養、水分補給  

5) 排泄の誘導    

6) 安楽な体位  

 

1 分娩Ⅲ期の観察  

1) 胎盤の剥離徴候、娩出様式、娩出時刻 

2) 胎盤娩出後の子宮収縮の状態  

3) 胎盤の観察と計測  

2 分娩第Ⅲ期の援助  

1) 子宮収縮促進  

2) 労いと安らぎの声かけ  

 

1 分娩後 1 時間・2 時間の観察  

1) 一般状態  

2) 子宮収縮状態（位置・硬度・出血状態）、

後陣痛の有無    

3) 軟産道、外陰部、肛門部の損傷の有無  

4) 疲労、心理状態  

2 分娩後 1 時間・2 時間の援助  

1) 子宮収縮促進、自尿の促進  

2) 清拭・更衣     

3) 疲労回復 

4) 帰室時のオリエンテーション  

行動目標 1~4 について  

※分娩室で実習する。  

1 産婦を１名受け持ち、援  

助を行う。  

2 行動計画の発表は、実習  

目標と分娩各期の看護の  

ポイントを中心に、担当  

助産師に発表する。  

3 分娩の経過は、パルトグ  

ラムや分娩経過記録の記  

載事項を確認し学ぶ。  

4 指導者とともに陣痛測  

定、児心音聴取を行い分 

娩進行状態を考える。  

5 排泄の援助は分娩進行  

の可能性があるため、必  

ず指導者へ報告し確認を  

受けてから実施する。  

6 異常分娩の場合は、可能  

であれば見学し学ぶ。  

（帝王切開術、骨盤位分娩  

吸引、鉗子分娩、等） 

7 胎盤計測を実施する。  

8 分娩後 1 時間・2 時間の  

看護は、指導のもとで実  

施し学ぶ。 

 

 

 

 

 

※産婦がいないときは、

分娩のシミュレーション

を行うなどして学ぶ。  

1 分娩監視装置の装着、デ  

ータ解釈  

2 呼吸法、補助動作  

3 産痛緩和法  

4 分娩台の操作及び安楽  

で怒責し易い体位  

5 分娩記録からの学習など 

 

 



３）褥婦看護 

行動目標  内  容 方  法 

1 褥婦の身体的・精神

的・社会的特徴が理解で

きる 

 

 

 

 

 

 

2 産褥経過が情報収集・

解釈・分析できる  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 復古状態の観察と復古

促進の援助ができる  

 

 

 

 

 

1 産褥の身体的特徴  

1) 退行性変化     

2) 進行性変化   

2 母性成熟期の心理・社会的特徴  

1) 母親としてのアイデンティティの確立 

2) 母子関係の確立  

3) 発達課題        

4) 自然環境、住居環境、人間関係  

 

1 妊娠経過   

2 分娩経過  

3 全身の復古状態  

1) 生殖器の復古  

2) 生殖器の復古を妨げる要因  

3) 全身の生理的変化  

4) 全身の回復状態及び回復を妨げる要因  

5) 褥婦の心理状態  

6) 不快症状や兆候の有無  

4 乳房の変化  

1) 産褥日数に応じた乳房の変化  

2) 産褥日数に応じた乳汁分泌  

3) 乳汁分泌に影響を与える因子  

4) 乳房・乳頭異常の有無  

5) 合併症の可能性の有無  

6) 乳房緊満乳管開通に伴う苦痛  

7) 直接授乳の状態  

5 自己管理の状態  

1) 産褥に関する知識の有無  

2) 産褥乳房に対する自己管理能力  

3) 産褥期の復古を促進するための自己管

理能力 

6 母親としての成長と母子関係  

1) 母親役割の受入れ  

2) ボディイメ－ジの受入れ  

3) 母親としての役割行動  

4) 家族関係の調整状態  

5) 愛着形成 

6) 愛着形成を妨げる因子の有無  

7) サポ－トシステムの状態  

 

1 日常生活への援助  

1) 清潔（身体、外陰部）  

2) 食事 

3) 活動と休息      

4) 早期離床 

5) 排泄 

 

行動目標 1～4 について  

※褥室で実習する。  

1 褥婦を１名受け持ち、援  

助する。  

2 できれば産褥早期の褥  

婦を選択して実習する。  

3 受持ちについてケ－ス  

カンファレンスを実施  

し、助言を基に援助の方  

向性を決定する。  

4 マタニティ診断を活用  

し、援助計画を立案し、  

実践・評価する。  

5 母子一体でとらえて看  

護するため新生児の状態  

も情報収集する。  

6 複数の学生が同一母子 

を受け持った場合は、褥  

婦の負担にならないよう  

に役割調整・情報交換し、 

実習を進める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



行動目標 内  容 方  法 

 

 

 

 

 

 

4 褥婦の育児行動を観察

し、母乳栄養・母子関係

確立への援助ができる  

 

 

 

 

 

 

 

5 褥婦に必要な保健指導

を理解し、支援的関わり

ができる 

 

 

 

 

6 母児の生活を継続して

援助するために、地域社

会や地域関連機関との連

携の必要性を理解できる  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 子宮収縮促進の援助  

1) 輪状マッサージ  

2) 授乳や排泄との関係  

3) 子宮収縮剤との関係  

4) 産褥体操 

 

1 母乳栄養促進への援助  

1) 乳房の清潔    

2) 直接授乳 

3) 乳管開通促進   

4) 乳汁分泌促進  

2 母子関係確立への援助  

1) 褥婦の児への関心度の観察  

2) 育児指導（環境の調整、児の観察点、

栄養、清潔、危険防止、感染予防）     

 

1 退院までに行われる保健指導  

1) 集団指導    

   初回授乳・育児指導、母子同室指導、  

沐浴指導、調乳指導  

  退院後の生活指導、家族計画指導  

2) 個人指導   

 

1 地域社会、関連機関との連携  

1) 出生届け 

2) 母子健康手帳の活用（退院時の記入内

容、褥婦への説明）   

3) 保健所等の関連機関への連携  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動目標 5 について 

1 集団指導を見学する場  

合は事前学習をし、行動 

計画に見学の目的・見学  

内容・実施結果・評価を  

記入する。  

2 個人指導は、前日まで  

に教員及び指導者へ相談  

し助言を受け、指導者ま  

たは教員の同席のもとに  

実施する。  

3 出生届の手続き及び母 

子健康手帳の活用方法に 

ついての説明を見学する。 

 

行動目標 6 について 

学内にて 1 日、地域看護

とウエルネス思考につい

て学ぶ。  

 

 

 

 



４）新生児看護 

行動目標  内  容 方  法 

1  新生児の健康状態に影

響を及ぼす因子について

理解できる  

 

 

 

 

 

2 出生直後の新生児の観

察と援助ができる  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 新生児の日齢に応じた

生理的変化を観察し、健

康状態について解釈・分

析できる 

 

 

 

 

4  胎外生活への適応を促進

するための援助ができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 妊娠中の母体の健康状態  

1) 在胎週数  

2) 分娩所要時間   

3) 分娩様式  

4) 感染徴候（破水・母体発熱）  

5) 胎児心音の状態（胎児機能不全の有無） 

6) 分娩外傷の有無  

 

1 出生直後の新生児の観察  

1) アプガールスコアの採点  

2) 全身の観察と計測  

2 出生直後の新生児の援助  

1) 新生児の呼吸を促す方法  

（顔面清拭、体位、羊水吸引）  

2) 母児標識装着      

3) 点眼 

4) 保温      

5) 臍処置 

6) 母子相互作用を促す方法  

7) 新生児室入室時の連絡内容  

 

1 早期新生児の観察  

1) バイタルサインズ   

2) 生理的変化  

 3) 原始反射           

4) 体重の増減  

 5) 哺乳状態           

6) 身体計測   

 

1 早期新生児への援助  

1) 新生児の状態に合った環境の調整  

（室温・湿度、衣類、寝具）  

2) 排泄（おむつ交換）  

3) 清潔（沐浴、清拭、寝衣交換）  

4) 栄養（母乳栄養、人工栄養、初回授乳

時の注意、児の抱き方、排気の仕方など）  

5) 診察、検査、治療を受ける児への援助  

（診察時の体位・固定、採血、先天代謝異 

常検査、Ｋ２シロップ与薬、Ｘ－Ｐ、尿

検査、光線療法など）  

6) 安全への配慮（抱き方、寝かせ方、着物

の着脱、おむつ交換、移送法、体位変換、

誘拐防止、熱傷防止、転落防止 など） 

7) 感染予防（ガウンテクニック、手洗い、 

面会の制限など）   

8) 愛護 

行動目標 1~4 について  

※新生児室・褥室で実習

する。  

1 新生児を１名受け持ち  

援助する。  

2 出生直後の新生児の看  

護は、分娩室または新生  

児室で見学する。  

3 成熟徴候を観察する。  

4 母子一体でとらえて看  

護するため新生児の状態  

も情報収集する。  

5 複数の学生が同一母子  

を受け持った場合は、褥  

婦の負担にならないよう  

に役割調整・情報交換し、

実習を進める。  

6 援助時は常に安全な方  

法を考えて指導の基に実  

践する。  

7 児を移動するときは、必  

ずコットで移送する。  

8 自己の健康管理に留意  

する。  

 

 

 

 

 

 

 



５ 実習まとめ  

1) 実習時間内でのまとめ 

(1) 共通書式「実習を振り返って ―自己の学びと今後の課題―」を使用する。 

(2) まとめる視点として、以下の項目を含める。 

   ①妊娠・分娩・産褥・新生児看護を通しての学び 

   ②自己の母性観（父性観）について考えたこと 

 

2) 実践活動時間外学習内でのまとめ 

(1)母性を取り巻く地域の保健・医療・福祉の状況を理解する。 

(2)ウエルネス思考について理解を深める。 

 

６ そ の 他 

1) 実習実施計画表は、実習施設の資料を参考にして計画する。 

2) カンファレンス テ－マ例 

   妊婦の看護  〇産科外来における看護者の役割とは 

          ○効果的な保健指導について 

   産婦看護   〇主体的に分娩にのぞむために必要な援助とは 

          〇生命の誕生に関わる看護師に求められること 

   褥婦の看護  〇受持ち褥婦の問題点と看護の方向性 

          〇母子関係確立のために大切な関わりについて 

          〇母乳栄養促進へ向けた援助について 

          〇家族の役割適応に向けて必要なサポートとは 

   新生児看護  〇児の安全を確保した援助へ向けて必要なこと 

          〇母児同室制・異室制の利点・欠点と看護 

〇高ビリルビン血症予防に向けて重要な看護 

 

７ 実習内容に関する規定 

 
必ず臨床指導者の指導のもとで指導を受け 

ながら実施すべき援助 

臨床指導者の確認を受け、許可があれ

ば一人で実施してよい援助 

共 通 
・母子関係、家族関係などに関する質問への対応 

・保健指導 

・内服薬、外用薬の準備と実施 

・成人のバイタルサインの観察 

妊婦看護 

産婦看護 

・内診の介助 

・検尿（尿蛋白、血糖） 

・児心音聴取 

・腹囲、子宮底測定 

・分娩監視装置の装着 

・レオポルド触診法 

・分泌物の性状観察 

・破水時の援助 

・産婦の排泄誘導 

・分娩直後の観察・パット交換 

・分娩時の清拭及び更衣 

 

・陣痛測定 

・呼吸法及び補助動作の援助 

・分娩時の水分補給 

・胎盤の観察 



褥婦看護 
・診察介助 

・乳房の観察、乳頭・乳輪部マッサージ 

・直接授乳の介助 

 

・直接授乳の観察 

 

新生児 

看護 

・アプガールスコアの採点 

・出生直後の観察・計測 

・出生直後の点眼  

・診察時の介助 

・全身状態の観察 

・黄疸計での計測 

・コットの移送 

・児を抱く 

・オムツ交換 

・沐浴、臍処置 

・ビン哺乳 

・光線療法中の児の看護 

・新生児の計測 

 

 

＊ その他の技術については、母性看護実習では見学を中心にして学ぶ。 

 

８ 母性看護学実習：事前学習内容 

1) 下記項目を参考に授業資料を整理しインデックスを付ける。いつでも活用できるように準備しておく。 

＜外来＞ ＜産褥＞ 

・妊産婦健康診査－目的、時期、回数 

・妊娠週数の数え方   

・分娩予定日の算出法 

・内診および外診の目的、方法、援助方法 

・血液検査  ・感染症（血液検査、膣培養） 

・妊娠の徴候 ・妊娠反応の種類 

・超音波画像診断・胎位・胎向・胎勢について 

・妊娠による全身的変化・精神的変化 

・子宮底の高さの変化、腹囲の変化、測定方法 

・ＮＳＴ装着・レオポルド触診法－目的・方法 

・留意点 ・児心音聴取方法、正常値、異常 

・母子健康手帳の意義及び活用方法 

・妊娠各期の保健指導項目及び内容 

・妊娠期のマイナ－トラブルとその対処方法 

・悪露及び子宮収縮状態の経日変化 

・乳房の観察点と判断基準 

・乳汁分泌の機序、経日変化 

・初乳と成乳、母乳栄養の利点 

・褥婦の全身の変化、悪露交換 

・褥婦の生活（清潔、食事、休息と運動、早期

離床） 

・乳房の手当て、乳房マッサージ（搾乳含む） 

・産褥体操－目的、留意点、実際 

・保健指導 

＜分娩室＞ ＜新生児＞ 

・分娩各期の定義、看護 

・陣痛、血性分泌、破水について 

・分娩監視装置（ＮＳＴ含む） 

・呼吸法 弛緩法 補助動作 

・入院に必要な問診 

・会陰保護の目的    

・排臨、発露について 

・胎児産道通過の機序 

・アプガールスコアの評価 

・胎盤剥離の徴候   

・胎盤の娩出機序 

・胎盤の観察、計測  

・帰室時の看護、指導方法 

・帝王切開 

・胎児機能不全 

・産瘤と頭血腫 

・出生直後の観察、計測 

・新生児の生理    

・成熟度の判定 

・全身状態の観察点  

・保育環境 

・黄疸（光線療法含む）   

・先天性代謝異常 

・児に必要なカロリ－計算  

・ビタミンＫの与薬 



2) 以下の薬剤については薬理作用を調べておく。 

(1)注射薬：ＨＣＧ・ウテメリン・マグセント・アトニン O・プロスタルモンＦ・メテルギン・フェ

ジン・ビクシリン・セファメジン 

(2)内服薬：Ｋ２シロップ・メテナリン・ロキソニン・ラキソべロン・フロモックス・ケフレックス・

クラビット・フェルム・フェロミア・カロナール・ボルタレン 

(3)点眼薬：エコリシン 

(4)座 薬：プロクトセディル・ボルタレン・シェリプロクト・強力ポステリザン 

(5)その他：ヨードホルムガーゼ・メトロイリーゼ・ラミナリア 

 

3) 腹囲・子宮底測定、レオポルド触診法、新生児の観察と沐浴については、実習初日から必要とな

るためフロアオリエンテーション終了後、練習して臨む。特に沐浴は、新生児の安全が守れるよう

十分練習する。 

 

4) 妊娠・分娩・産褥・新生児の看護に関するＶＴＲを見て、イメージをつける。 

(1)妊婦の看護：在胎週数とアセスメント 

(2)産婦の看護：新しい家族誕生への支援・ＮＳＴ分娩胎児心拍数モニタリング 

(3)褥婦の看護：褥婦のアセスメントとケア・母乳マッサージ・産後の生活と心得 

(4)新生児の看護：新生児のフィジカルアセスメント・新生児のアセスメントとケア  



精神看護学実習 
 

１ 目的  

 

  精神に障がいをもつ人を理解し、障がいの段階にあわせた看護ができる基礎的能力を養う 

 

２ 目標 

１）精神に障がいをもち入院している人の治療的環境と看護師の役割を理解できる 

 ２）精神に障がいをもち入院している人を理解し、必要な援助を実践できる                

 ３）精神に障がいをもち地域で生活している人に必要な支援を理解できる 

４）精神保健医療福祉の課題を考えることができる 

５）精神に障がいをもつ人との関わりを通して、自己の内面の変化に気づき自己洞察ができる 

 

３．実習内訳    

内 容 時 間 
単位 

合計時間 

精神に障害をもち入院している人の看護 64時間 

2単位  

90時間） 
精神に障害をもち地域で生活している人の看護 16時間 

実践活動外学習 10時間 

 

実践活動外学習の内訳 

項 目 目 的 内 容 時間数 

フロアオリエン 

テーション 

実習を円滑に行うために、

実習の概要を理解し、実習

施設や患者情報を知る 

1) 実習の目的、目標、時間数、実習施

設の概要 

2) 実習病棟の特徴、実習時の留意点等 

2時間 

入院している人

との看護師の関

わり及び地域で

生活している人

のサポートシス

テムと課題 

1．就労継続支援施設等の

特徴と精神疾患に関連し

た社会資源について理解

する 

 

 

 

 

2．事例をもとに、精神症状

に応じた看護を理解する 

 

 

 

 

3．事例を基に退院支援に

ついて考え、継続看護の

必要性について理解する 

1）実習施設の特徴 

①施設の目的・運営 ②通所者の特徴 

2）地域で生活する精神障がいのある人

に関連した社会資源 

①通所者が利用しているサポート 

システム 

②精神障がいのある人が利用できる

社会資源 

1）精神症状に応じた看護 

①患者に現れている症状と日常生活へ

の影響 

②患者への介入すべきポイント 

③特徴的な精神症状に対する看護 

 

1）病院から地域社会へ（DVDを活用） 

2) 事例を基に退院支援を考える 

 

8時間 

合計 10時間 

 



４ 学習の目標・内容･方法 

１）精神に障がいをもち入院している人の看護 

行動目標 内  容 方  法 

1 受け持ち患者の治療的 

環境を述べられる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 患者－看護師関係の成立

発展について述べられる 

 

 

 

 

 

3  患者を尊重し適切なコ

ミュニケーションをとる

ことができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

1 精神科病院、病棟の特徴 

1) 病院の施設、環境 

2) 病棟の構造、設備 

3) 保護室の環境 

4) 鍵の管理 

2 精神保健指定医 

3 入院形態 

4 リスクマネジメント 

1) 自殺、自殺企図    2) 攻撃的行動 

3) 転倒     4) 誤飲     5) 誤薬    6) 離院 

5 処遇 

1) 隔離、拘束    2) 通信、面会 

3) 外出、外泊 

6 代理行為 

1) 私物の管理(金銭・煙草・おやつ等) 

2) 日用品の購入 

 

1 看護師の役割 

1) 日常生活の援助者    2) 相談者 

3) ロールモデル     4) 家族への援助 

5) 環境調整      6) 病棟運営 

7) 医療チーム間の調整 

2 患者－看護師関係の展開 

 

1 傾聴、共感、受容 

1) 患者に関心を寄せる 

2) 患者の言動をあるがままに受け止める 

3) 患者の言動の意味を考える 

2 患者の尊重 

1) 人権への配慮 

2) 自己決定の尊重 

3 言語的・非言語的コミュニケーション技術の

活用 

4 患者との距離の取り方 

5 精神症状の観察と対応 

1) 幻覚妄想状態 

2) 不安緊張状態 

3) 抑うつ状態     4) 躁状態 

5) 拒絶症状       6) 意欲減退 

7) 強迫症状       8) 意識変容 

9) 睡眠障害      10) 攻撃的行動 

11) 操作・試し行為   

12) 昏迷 

13) 離脱症状 

14) 知的機能の障害 

 

行動目標 1 について 

1 実習初日にオリエンテーシ

ョンを受ける 

2 最終日、合同カンファ 

レンスにて病棟による違

いを情報交換し、学びを共

有する 

1) 探究心を持ち、事前学習

を活かすようにする 

2) 病棟の特徴（構造、症状 

など）に関心を寄せる 

3) 転倒、暴力、離院など 

の安全をふまえた対応を

行う（リスクマネジメント

ができる） 

 

 

行動目標 2～5 について 

1 受け持ち以外の患者とも

コミュニケーションをとる 

2 患者を受け持ち、看護過程

の展開を行う 

3 患者の自己決定を支援する 

1) 社会復帰に向けた必要 

な看護を判断する 

2) その人らしい生活を考 

えた関わりを考える 

3) 受け持ち患者を決定し、

患者の言動・患者の生活背

景や思いに関心を寄せる 

4) 患者・医療従事者・教員

を尊重した態度で関わる 

5) カンファレンスや日々の

行動を振り返り、実践する 

①患者との意図的なコミ 

ュニケーションを行う 

②看護師やスタッフと一緒    

に日常生活援助や活動を 

行う 

6) 患者個別性に合わせた 

日常生活に影響を及ぼし 

ていることや強みを活か 

した関わりを考える 

7) 活用できる社会資源を 

ふまえ、地域での生活に

必要な他職種（OT・精 



行動目標 内  容 方  法 

4  受け持ち患者・家族の

状況及び必要な援助をア

セスメントできる 

 

 

 

 

 

 

 

5  受け持ち患者に必要な 

援助を実践できる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 再構成を通して自己洞 

察できる 

 

1 成育歴、生活歴、現病歴、家族歴の把握 

2 精神症状が日常生活行動や身体に及ぼす影響  

3 病識、現在の状況の受け止め･将来への希望 

4 受けている治療・看護  

5 セルフケアレベル  

6 一日の過ごし方  

7 患者に必要な日常生活の援助  

8 家族の患者の受け止め方、サポート体制、  

ケースワーカー、精神保健福祉士 

 

1 セルフケアの維持、向上に向けた援助 

1) 食事 

2) 排泄 

3) 清潔・整理整頓 

4) 活動と休息 

5) 対人関係 

6) 安全を保つ 

2 治療と援助  

1) 薬物療法 

(1) 与薬方法・留意点 

(2 )副作用の観察 

(3) 服薬自己管理指導 

2) 作業療法 

3) レクリエーション療法 

4) 精神療法（個人・集団） 

5) 認知行動療法 

3 退院に向けた援助  

1) 必要な退院後の生活支援 

(1)長期入院患者の退院支援 

2) 活用できる社会資源 

3) 可能な社会参加の形 

 

1 場面の選択  

2 考察  

1) 患者の言動の理解を深める 

2) 自己の感情、行動傾向に気づく 

3) 患者への関わり方を考える 

 
 

神保健福祉士など）との

連携を理解する 

8) 精神症状や身体症状に応

じたコミュニケーション・

日常生活ケア・活動を行う 

9) 健康な部分（強み）を維 

持、強化することや希望 

をふまえ、個別性のある 

関わりを行う 

10) 他職種との連携や再発 

予防に向けた支援を行う 

 11) 自己理解・他者理解から 

対象に応じた社会資源を見 

いだす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動目標 6 について 

1・2 場面の再構成を記述 

する 

 

 
 



２）精神に障がいをもち地域で生活している人の看護 

行動目標 内  容 方  法 

1 施設の役割・機能が述べ 

られる 

 

 

 

 

 

2 利用者の特徴を述べられる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 利用者への関わり方を 

述べられる 

 

 

4 地域で生活している人の 

サポートシステムと課題 

が述べられる 

 

1 施設の目的、運営  

2 作業内容  

3 一日の流れ、週間予定   

4 職員の役割  

5 他職種、他施設との連携  

6 地域との関わり 

 

1 利用者の利用目的・就労や将来への展望 

2 利用者の作業への取り組み状況  

3 職員や他のメンバーとのコミュニケーション

の取り方    

4 生活する上で困っていること  

1) 精神症状、病識   2) 受診、服薬の状況 

3) 家族や地域住民との関係 

4) セルフケア     5) 経済状況 

6) 偏見・差別・スティグマ 

 

1 職員の利用者への関わり  

2 通所者間の関わり 

3 自分の関わりへの利用者の反応 

 

1 利用者が使用している社会資源  

1) グループホーム 2) デイケア・ナイトケア 

3) セルフヘルプグループ 

4) 生活支援センター など 

2 地域で生活する人の生活環境  

3 サポートシステム  

1) 精神科訪問看護 

2) 精神保健福祉士・相談員 

4 精神保健医療福祉の課題  

1) 自立支援医療 

行動目標 1 について 

1 実習初日に、オリエンテ

ーションを受け、2 日間の

予定を確認する。 

 

 

 

行動目標 2～3 について 

1 作業を共に行い、参加・

交流しながら把握する。 

2 関わり方やグループダイナ

ミックスについて考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動目標 4 について 

1 施設以外の社会資源につ

いても知る。 

2 「実習の学びと課題」に

まとめる。 

[留意事項] 

※ 記録物は、病棟・地域と分けて表紙を付けて閉じ、他の施設には持ち歩かない。 

[事前学習] 

1 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（精神保健福祉法）、障害者総合支援法 

   入院形態、処遇の基準、社会復帰に関する施設など 

2 施設の設置目的、運営方法、利用者への関わり方  

3 主な精神症状と看護 

幻覚妄想、不安、抑うつ、躁状態、意欲減退、不眠、拒絶、攻撃的行動、操作・試し行為、 

強迫行動、自傷自殺企図、昏迷、認知症の症状、離脱症状"  

4 主な治療と看護 

   精神療法 薬物療法、作業療法、レクリエーション療法、ECTあるいはｍ－ECT 療法、SST、 

認知行動療法  

5 再構成の目的・方法 

6 実習で受け持つことの多い疾患  

   統合失調症・気分障害・パーソナリティ障害・依存症（薬物・アルコール）・発達障害・認知症等 

7 他職種との連携、役割 



在宅看護論実習 

１ 目 的 

 地域で生活しながら療養する人々やその家族を理解し、在宅での看護に必要な基礎的知識、技術、 

態度を学ぶ 

２ 目 標    

１）地域で生活しながら療養する人々とその家族の健康状態、生活状況を理解する 

２）本人、家族の状況に応じた日常生活援助技術、診療の補助技術の基本を理解する 

３）関係機関、職種との連携や社会資源の活用方法を理解する 

４）療養生活を支援するために多職種と協働する看護師の役割を理解する 

３ 実習内訳 

内容 時間 
単位 

合計時間 

在宅における療養者、家族を対象とした看護（訪問看護） 64 時間 

2 単位 

90 時間 
地域における在宅療養者の看護（高齢者通所施設） 16 時間 

実践活動外学習 10 時間 

＜実習の進め方＞  

実習前週 実習 

1日目 

実習 

2日目 

実習 

3日目 

実習 

4日目 

実習 

5日目 

実習 

6日目 

実習 

7日目 

実習 

8日目 

実習 

9日目 

実習 

10日目 

実習 

11日目 

実践活動外

学習 
訪問看護ステーション 高齢者通所施設 

実践活動外

学習 

＜実践活動外学習の内訳＞ 

項 目 目 的 内 容 時 間 

フロアオリエン

テーション 

実習を円滑におこなうために 

実習概要、内容、各施設の概要

を理解する 

・各実習施設の概要、実習計画 

・記録、受け持ち療養者の紹介等 
2 時間 

在宅および地

域における在

宅療養支援に

ついてのまと

めと考察 

1 各実習施設の特徴を共有する 

2 受け持ち療養者と介護者の理解

を深め、自己の看護を振り返る 

3 地域における在宅療養支援を

支える在宅ケアチームの各役

割と連携方法について理解を

深める 

1 各実習施設の役割、機能、災害対

策、多職種連携および継続看護 

2 受け持ち療養者の事例検討、療養

者の生活を支える看護の実際、社

会資源の活用、看看連携、ケアマ

ネジメント 

3 高齢者通所施設における保健・福

祉・医療連携 

 

4 地域包括ケアシステムと看護師

の役割 

8 時間 

合 計 10 時間 

 



４ 学習の目標・内容･方法 

１）在宅おける療養者、家族を対象とした看護（訪問看護） 

行動目標 内  容 方  法 

1 療養者及び家族の心身の

健康状態や生活状況につ

いて情報収集ができる 

  

  

  

     

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

 

 

 

  

1 療養者の心身の健康状態  

1) 対象の疾病、症状、身体障害 

2) 健康障害の種類と段階 

3) 現在の苦痛、訴え 

4) 受けている医療の状況 

5) 対象の発達段階及び発達課題と影響 

6) 疾病に対する受け止め方 

2 日常生活の自立度  

3 在宅療養の生活状況  

1) 在宅療養の経過 

2) 在宅で療養することの意義 

3) 1 日の過ごし方 

4) 在宅療養への意欲、意識、価値観や人生観 

5) 経済状況 

6) 介護の状況 

7) 保健医療福祉従事者に期待すること 

4 家族の状況  

1) 家族構成 

2) 療養者と主な介護者、家族との関係 

3) 職業の有無 

4) 家族のライフサイクルとライフタスク 

5 在宅療養が家族（介護者）に及ぼす影響 

1) 身体の健康状態 

2) 精神的負担の状態 

3) 介護者の当面の悩み 

4) 介護者の負担の軽減 

（家族への励ましと健康管理） 

6 介護の状況  

1) 介護への意欲 

2) 介護能力（理解力、体力） 

3) 介護に費やせる時間、経済力 

4) 介護の工夫 

5) 家族の介護者への協力状況 

6) 緊急時の体制 

7 提供されている援助内容の把握  

8 療養環境の把握  

1) キーパーソン 

2) 療養者の家庭内での役割 

3) 住居の状況 

4) 生活上の工夫 

5) 近隣との関係 

6) 地域の社会的、文化的環境 

 

 

 

行動目標１について 

1 実習開始前に疾病や治療、

看護について学習する。 

＊疾病は現在の療養時期を

ふまえる。 

 

2 訪問予定者の情報収集を

行い実習記録用紙に整理

する。 

 1) カルテ 

 2) 訪問看護スタッフへの質問 

 

3 紙面からの情報をもとに

療養者と家族をイメージ

する。 

 

4 紙面からでは得られない

情報は何かを明確にして

おく。 

＊訪問時に状態を把握する。 

 

5 在宅で療養する意義や意

欲、価値観や人生観等に

ついては訪問時に療養者

や家族（介護者）とのコミ

ュニケーションの中から把

握する。 

＊何をきっかけに会話をす

るかを考えて、訪問に臨む。 

 

6 対象者の価値観やＱＯＬ

がどのように尊重され、

援助されているかを情報収

集する。 

 

7 生活上の工夫については、

何をどのように工夫してい

るのか、それはなぜなのか

を考える。 

 

 

 

 

 

 



行動目標 内  容 方  法 

2 生活状況・社会資源の活

用が説明できる 

             

  

  

  

3 療養者及びその家族の心

身の健康状態や生活状況

をアセスメントし、援助

の必要性が説明できる 

 

 

 

4 療養者及び家族を対象と

した看護活動が計画できる 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

 

   

5 立案した看護活動をもと 

に訪問時の目標・実施内 

容を計画し、実施できる 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

1 生活療養図の作成  

1) 受け持ちケースの社会資源について 

(1) 種類と内容、法的根拠 

(2) 関係職種と療養者・家族への関わり 

(3) 関係機関との連絡調整方法 

                      

1 療養者及びその家族の健康状態の 

アセスメント 

2 生活状況・社会資源の活用状況の 

アセスメント 

3 援助の必要性 

 

 

1 看護目標に沿った看護活動の立案  

1) 援助内容及び援助方法の明確化 

2) 計画した援助の根拠の明確化 

2 計画の視点  

1) 対象のもてる力の活用 

2) 療養者及び家族（介護者）の状況に応じた

直接的な看護及び指導 

3) 療養の為の環境調整（必要物品の整備、家

族のそれぞれの介護分担） 

4) 社会資源の活用についての助言 

5) 関係機関、関連職種と在宅療養者とその家

族間の調整 

3 訪問看護師の援助内容  

1) 援助の種類、方法 

2) 訪問頻度 

3) 他施設の訪問看護師との役割分担 

4 訪問援助の必要な理由  

   

1 援助の実施 

1) 訪問目的（訪問の必要性）の確認 

2) 疾患の経過に応じた観察 

3) 日常生活の援助 

(1)清潔―清拭、洗髪、足浴、口腔ケア、寝衣

交換 

(2)休息と活動―体位変換、移動、廃用症候群

予防の援助、機能訓練 

(3)環境調整―住宅改修 

(4)食事―食事の形態の理解、障害に応じた食

事摂取の援助 

(5)排泄―便秘に対する援助、おむつ交換 

(6)安全―誤嚥予防、転倒や転落の予防、器械

や器具の消毒 

4) 医療処置に伴う援助 

経管栄養の管理、留置カテーテルの管理、 

気管カニューレの管理、中心静脈栄養の

行動目標 2 について 

生活療養図としてまとめ、

制度と利用しているサービ

スを関連づけて考える。 

   

            

行動目標 3 について 

療養者や家族の持てる力、

社会資源の活用状況を含

め、情報収集をもとにアセ

スメントし、援助の方向性

を考える。 

 

行動目標 4 について 

1 指導者から訪問対象を確

認して必要な情報を収集

する。 

2 看護活動を立案したら指

導者または教員に助言を

もらい必要時修正する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動目標 5 について 

1 計画した援助の中から、

スタッフと共に、訪問で

実施可能な援助内容を選

定する。 

2 実施する援助に必要で、

訪問対象の家庭に不足し

ていると予測される物品

を訪問看護室スタッフと

相談のうえ準備する。 

3 医療処置に伴う援助は、指

導者の指導のもとで行う。 

4 自己の感染防止に注意し

訪問前後の手洗い、うが

いを行う。 

 

 



行動目標 内  容 方  法 

  

  

 

  

  

 

 

 

6 訪問援助時の療養者、家

族の反応をとらえ行った

看護活動を評価できる 

  

  

   

 

 

 

7 訪問看護師に求められる

姿勢、態度について考え

実践できる 

  

  

  

  

 

8 ケアマネジメントの必要

性とチームケアの重要性

が説明できる 

 

  

 

 

 

  

9 訪問看護師の役割と継続

看護の必要性について説

明できる 

  

  

  

 

  

10 訪問看護を実施する施

設の機能、役割が説明で

きる 

  

  

管理等 

5) 療養相談、療養指導 

6) 計画立案及び援助実施時の留意点 

(1)介護者の介護方法の尊重 

(2)家庭内の物品の利用 

(3)介護者の話を聴き家族と共に援助 

(4)経済性を考えた援助 

 

1 援助の評価  

1) 療養者及び介護者の状況について 

2) 看護活動について 

 

 

 

 

 

 

1 訪問看護時のマナー  

1) 約束時間 

2) 服装、態度、言葉づかい 

3) 家庭内の設備や物品の取り扱い 

2 訪問看護師の姿勢  

3 守秘義務、プライバシーの保護  

 

 

1 看護師によるケアマネジメントの実際 

1) 対象者 

2) アセスメントの内容 

3) 連携をとる関係機関、職種 

4) 関係機関、関係職種との連絡、調整方法 

   

 

 

 

1 継続看護の実際  

1) 入院、退院、施設利用など、療養の場の移

行に伴う看護の連携手段 

2) 訪問対象者に行われている看護の連携方法 

3) 継続看護の効果 

2 実習場所の地域特性  

3 地域における訪問看護師の役割  

 

1 訪問看護ステーションの概要  

1) 理念・設置主体 

2) 職員構成 

3) 訪問看護の援助内容 

4) 他機関との連携 

5) 災害時の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動目標 6 について 

1 計画した援助を実施し、

援助時の対象や介護者の

状態を確認する。 

2 訪問終了後、計画した援

助が訪問対象や家族（介

護者）に効果的であった

か評価する。 

 

行動目標 7 について 

1 訪問看護者師として望ま

しい立ち振舞を考え、訪

問時に実施する。 

2 訪問終了後、カンファレ

ンスで討議する。 

 

 

行動目標 8 について 

1 訪問事例を通して、ケア

マネジメントの実際を理

解する。 

2 受け持ち事例に関する地

域ケア会議や事例検討会

など機会があれば参加す

る。 

 

行動目標 9 について 

1 実習をとおして関係機関

との連絡方法、連絡ノート

等の有無を把握する。 

2 実習で学習したことを基

に、考察する。 

 

 

行動目標 10 について 

実践活動時間外学習にお

いて訪問看護の学び、実習

施設の特徴の学びを発表

し、共有する。 



２）地域における在宅療養者の看護（高齢者通所施設） 

行動目標 内  容 方  法 

1 高齢者通所施設の概要と

その役割を説明できる 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 通所施設における保健・

福祉・医療連携について

説明できる 

 

 

3 利用者に合わせた援助の

実際と看護師の役割を説

明できる 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 地域における在宅療養支

援について考察できる 

 

 

1 施設の概要について  

1) 設置される根拠となる法律 

2) 施設の目的 

3) 施設の役割 

4) 施設の機能 

5) 施設及び設備の特徴 

6) 管理者と構成員、経営管理方法 

2 高齢者と家族における通所施設の意義 

3 通所施設の活動内容と方法  

   

1 利用者を取り巻く職種とその役割、連携の

取り方  

2 家族との関わり、連絡方法  

3 利用者同士の関係性  

 

1 健康状態の把握  

2 日常生活援助  

3 運動機能訓練  

4 レクリエーション・アクティビティケア 

5 介護相談や介護予防に対する支援 

6 安全対策（転倒防止、感染予防）、緊急時の

対処 

7 多職種連携 

様々な職種との情報共有と教育的関わり 

（身体のアセスメント・医療処置など） 

   

1 通所サービス、介護予防サービス、地域密着

型サービス、地域支援事業についての意義   

   

   

行動目標 1 について 

施設でのオリエンテーション

や活動に参加する。 

 

 

 

 

 

 

 

行動目標 2 について 

オリエンテーションで説明

を受け、積極的に質問する。 

 

 

行動目標 3 について 

バイタルサイン測定、食事

介助、排泄介助、レクリエ

ーションなどへの参加や見

学および一部実施を通して

看護師の役割を共有する。 

 

 

 

 

 

行動目標 4 について 

日々のカンファレンスや

最終カンファレンスで学び

を共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５  実習の技術に関する規定               

必ず指導者の指導のもとで実施すべき援助 

1 日常生活の援助 

1) 移動・移送 

2) 食事介助 

3)  排泄   

4)  清潔・衣生活 

2 医療処置に伴う援助 

1) 経管栄養の管理、指導 

2) 膀胱留置カテーテルの管理、指導 

3) 膀胱洗浄 (原則として見学) 

4) 在宅酸素療法の管理、指導 

5) 吸引 

6) 気管カニューレの管理、指導 

7) 人工呼吸器の管理、指導 

8) 創傷のドレッシング(褥創処置も含む) 

9) ストマの管理 

10) 中心静脈栄養の管理、指導 

11）服薬の管理 

12）関節可動域（ＲＯＭ）訓練 

13）肺理学療法 

14）グリセリン浣腸、摘便 (原則として見学) 

3  療養者本人及び家族(介護者)への指導 

※上記以外の援助については、教員、指導者に相談し決定する。 

６ 事前に学習する項目  

1）在宅で療養している療養者、家族を対象とした看護（訪問看護） 

(1) 保健･医療･福祉の社会資源(関係機関、関係職種、サービス内容、連携方法) 関係する法律、関

連施策(介護保険法、老人保健法、障害者総合支援法、身体障害者福祉法、難病対策、児童福祉法、

精神障害者保健福祉法等) 参考資料；社会福祉の手引き、国民衛生の動向ほか 

(2) 在宅看護の必要性･目的･目標 

(3) 訪問予定者の疾患、看護、観察の視点 

(4) 訪問予定者が実施している治療，医療処置、日常生活援助について 

(5) 在宅ターミナル期の援助（疼痛緩和含む） 

(6) ｢実習の技術に関する規定｣に記載されている技術 

(7) 訪問に臨む看護師の態度、マナーについて 

2) 地域における在宅療養者の看護（高齢者通所施設） 

(1) 高齢者通所施設（デイケア・デイサービス）・介護老人福祉施設・介護老人保健施設を規定して

いる法律、設置目的、役割、事業内容、職種 

(2) 高齢者通所施設（デイケア・デイサービス）・介護老人福祉施設・介護老人保健施設における看

護師の役割と機能 

(3) 高齢者通所施設（デイケア・デイサービス）・介護老人福祉施設・介護老人保健施設における多

職種の種類、各職種の役割と機能 



７ その他 

1) 在宅看護論実習全般の留意事項 

(1) 看護学習記録について 

  複数の施設で実習するため、 

   < 在宅で療養している療養者、家族を対象とした看護（訪問看護）> 

< 地域における在宅療養者の看護（高齢者通所施設）> 

  該当するタイトルの表紙に（○）をつけ、2 冊に分けて綴じる。 

他の施設には絶対に持ち歩かない。 

使用する学習記録は、見本を参考にして各自がオリエンテーションまでに準備する。 

実習終了後に担当教員の提出 BOX に提出する。 

(2) 実習方法 

① 各施設のスケジュ－ルや諸注意については、実習初日に指導者からオリエンテ－ションを受ける。 

   ② カンファレンスは学生中心で毎日行う。 

(3) 出欠席の管理 

① 遅刻・欠席の場合 

本人：実習場所に実習開始１５分前までに連絡する。 

     リーダー：遅刻・欠席者がいた場合は、昼休みに学校に連絡する。 

   ② 実習施設ごとに週末、実習出席簿に署名・捺印を頂く。 

2) < 在宅で療養している療養者、家族を対象とした看護（訪問看護）>について 

(1) 実習方法 

   ① 訪問看護の対象の疾患や治療、処置、日常生活援助について、必要な事前学習が不十分な場合は、 

家庭訪問は実施できない。 

 (2) 留意事項 

  ① 服装・身だしなみ 他 

 

 

 

 

② 各実習施設のファイルの留意事項を熟読して実習に臨む。 

                       

3）< 地域における在宅療養者の看護（高齢者通所施設）> 

  (1)  実習方法 

     ①  実習する施設ごとに開始時間を確認する。 

     ②  事前に実習する施設のファイルを受け取り、実習内容、方法について理解して実習に臨む。 

 (2)  服装等 

実習施設によりユニフォームか、訪問看護ステーションでの服装に準ずる。 

 

訪問看護ステーションで実習する場合 

薄い色のポロシャツ､ 日常生活援助ができるようなスラックス､ 靴下(色つき) 

 エプロン(必要時に使用できるよう準備)、 名札、 ハンドタオル、 

私物をまとめて持参するバック、 

髪は束ねて肩につかないようにしておく。 冬季；トレーナー､華美でない防寒具 

 



看護の統合実習 
 

１ 目的 

看護チームの一員の体験、夜間実習、複数患者の受持を通して知識・技術・態度を統合し看護実践力 

を身につける 
 

２ 目標 

１）看護管理の実際を知ることにより保健医療福祉チームにおける看護の役割と機能の理解を深める 
２）夜間の患者・看護師の状況を知ることにより患者の総合的な理解と必要な看護について理解を 

深める 
３）複数患者の看護を優先順位と時間管理を考慮して実践する 
４）既習の知識、技術、態度を統合し、看護実践力を高める 

５）これまでの学習を振り返り、将来の看護師としての自己の課題を明確にする 

 

３ 実習内訳 

内容 時間 
単位 

合計時間 

臨地実習 78時間 
2単位 

90時間 
実践活動外学習 12時間 

 

 

＜実践活動外学習の内訳＞ 

項 目 目 的 内 容 時 間 

全体オリエン 

テーション 実習を円滑に行うために、

実習の概要を理解し、実習

施設や患者情報を知る 

統合実習の目的、目標、実習内訳 

時間数、行動目標、内容、実習方法、

評価、学習記録 

3時間 

フロアオリエン

テーション 
病棟の概要、特徴、物品配置 2時間 

統合実習に向け

た準備と学習 

実習を円滑に進めるため

の知識と技術を確認する 

実習する病院における看護管理、病棟

管理、リーダーシップ・メンバーシップ 

複数患者の看護に向けて講義内容お

よび校内実習、技術の復習 

4時間 

実習の振り返り

とまとめ 

実習の学びを共有し自己

課題を明確にする 

看護管理の実際と保健医療福祉チー

ムにおける看護の役割と機能 

患者の総合的理解と必要な看護 

複数患者の看護における優先順位と

時間管理 

既習の知識・技術・態度の統合と看護

実践力の向上 

将来の看護師としての自己の課題 

3時間 

合 計 12時間 

  



４ 学習の目標・内容･方法 

行動目標 内  容 方  法 

1 看護管理の実際を理解で

きる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 看護チームのリーダーシ

ップ・メンバーシップにつ

いて理解し、看護活動の実

際を理解できる 

 

 

 

 

 

 

 

3 夜間実習の体験を通し、 

対象者の理解、看護師の役

割や業務について理解で

きる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 複数患者の援助の優先順

位の考え方と時間管理の

必要性を理解し看護を実

践できる 

 

 

1 病院組織における看護管理 

1) 看護部門の組織 

2) 組織の職務と職務規定 

3) 看護理念 

4) 看護方式 

2 医療サービス評価 

1) 病院機能評価 

3 看護師長の役割と業務 

1) 病床管理 

2) 人事管理 

3) 業務管理 

4) 情報管理 

5) 職員教育・新人教育・学生指導 

6) 安全管理 

 

1 リーダーシップ及びメンバーシップの役割 

 1) チーム全体の患者把握 

2) チームメンバーへの連絡 

3) 看護援助の進行状況の把握と調整 

 4) 援助の必要性や優先順位 

 5) 援助の時間配分、援助の調整方法 

 6) チーム内の状況に合わせた協力要請 

 7) チームメンバーとして情報共有 

 8) 管理者への報告や他チームとの情報伝達 

9) 他部門との連絡調整 

 

1 夜間時間の患者の状態・反応 

2 面会時の患者の反応 

3 夜間の患者心理 

4 睡眠状況と覚醒状況 

5 夜間の日常生活援助 

 1) 配膳、下膳、食事の介助・観察 

2) イブニングケア 

3) 患者の就寝準備、状態観察 

6 夜間の検査、処置、与薬など       

7 夜勤帯の業務内容の理解 

 1) 病棟管理体制 

2) 看護業務の内容 

3）夜間の安全管理 

 

1 患者の理解 

 1) 受け持ち患者 2 名の理解  

 (1) 日常生活の状態 

 (2) 病理的状態 

 (3) 実施されている治療・処置 

 (4) 実施されている看護 

行動目標 1 について 

1 看護管理について事前に 

学習し、看護部長から実

習する病院の看護管理に

ついての講義を受け学ん

だことを記録用紙にまと

める。 

2 看護師長より病棟の管理

業務についてオリエンテ

ーションを受ける。看護

師長のシャドウイングを

行い、病棟管理業務の実

際について学びを記録用

紙にまとめる。 

 

行動目標 2 について 

1 看護師のシャドウイング 

を行う。シャドウした看護

師から複数受け持ちの際

の優先順位や時間配分に

ついて助言を得る。 

 

 

 

 

行動目標 3 について 

1 夜間実習オリエンテーシ

ョンを受ける。  

2 夜勤への申し送りに参加

する。 

3 看護師のシャドウイング

を行う。 

4 夜間実習での学びは記録

用紙にまとめる。 

 

 

 

 

行動目標 4 について 

1  2 名の患者を受け持つ。 

2 受け持ち患者の情報を

収集し病状、患者に行われ

ている治療や看護につい

ての根拠や、必要性につい

てアセスメントする。 



行動目標 内  容 方  法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 実習を振り返り、看護師

としての自己の課題を明

確にできる 

 

2 看護の実践 

1) 複数患者の援助の優先順位と時間配分 

  (1) 病状変化、治療方針変更に伴う援助 

実施の可否・優先度の判断 

  (2) 予定されている検査、処置の時間確認 

(3) 援助実施の調整 

(4) 適切な時間での実施 

(5) 援助の評価 

(6) 適時、適切な人への報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 看護管理の実際と保健医療福祉チームに

おける看護の役割と機能 

2 患者の総合的理解と必要な看護 

複数患者の看護における優先順位と時間

管理 

3 既習の知識・技術・態度の統合と看護実

践力の向上 

4 将来の看護師としての自己の課題 

3 病棟の計画を基に援助

計画を立案し 2 名の患者

に援助を実施する。 

4  担当看護師に援助計画

について事前に報告、相談

して、時間配分や妥当性に

ついて助言を受ける。 

5  必要に応じて計画を修

正し実施する。 

6  診療の補助技術について

は看護師の指導下で行う。 

 1) 受け持ち患者やチーム 

の患者に実施される診療 

の補助技術について、目 

的・方法・留意点を事前 

学習する。 

 2) 受け持ち患者やチームの 

患者に実施されている診療 

の補助技術を見学する。 

3) 実施可能と判断された 

場合に実施する。 

4) 実施後に観察を行い、 

結果を報告する。 

 

行動目標 5 について 

1 日々のカンファレンス 

で意見交換を行い学びや

気づきを共有する。 

2 実習を通して全体の学 

び・課題を記録にまとめ、

実践活動外学習で共有す

る。 

 

 

５ カンファレンステーマ 

１） 組織における看護管理と病棟の安全管理 

２） 病棟管理とリーダーシップ・メンバーシップ 

３） 効果的な複数患者の情報収集 

４） 援助の時間配分と調整 

５） 援助の優先度とその判断 

６） チームでの協働と看護スタッフとしての行動 

７） 看護実践と評価 

８） 夜間実習で学んだこと 

９） 統合実習での学び 

 

 

 



６ 事前学習 

 １）以下の内容について、授業資料を活用してまとめておく。 

（１） 看護管理 

① 看護部門の組織 

② 看護基準、看護手順 

③ 看護ケア提供システムと看護単位 

④ 人事管理  

⑤ 業務管理 

⑥ 情報管理 

⑦ 職員教育・新人教育・学生指導 

⑧ 安全管理とリスクマネジメント 

⑨ 病院機能評価 

 

（２） リーダーシップとメンバーシップ 

 

２）実習する病院の看護管理について調べておく。 

 

 ３）複数患者受け持ちに向けて、授業及び校内実習の資料をまとめておく。 

 

 ４）既習の知識・技術・態度を想起し、看護実践力の向上に向けた課題を明確にしておく。 

  


